
『初心、忘るべからず』 

校長 村 瀬 清 史  

 

令和７年が始まってひと月が経ちました。大変遅くなりましたが、明けましておめでとうございま

す。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、新年を迎えるにあたり、心機一転、新たな目標を立てたり、これまでの取組を改めて見直し

たりしてみたという方もいらっしゃるのではないでしょうか。その目標を達成することは簡単にはい

かないことが多いのですが、そのような時「初心、忘るべからず」という言葉を投げかけられること

があります。この言葉は、室町時代に能を大成させた世阿弥の書「花鏡」に出てくる言葉です。「初心、

忘るべからず」は、ふつう「何事においても、始めた頃の謙虚で真剣な気持ちを持ち続けていかねば

ならない」という意味で使います。しかし、世阿弥が花鏡の中で説明している意味は、ずいぶん違っ

ています。世阿弥にとっての「初心」とは、すなわち、試練を乗り越えていく考え方を意味していま

す。人生においては、さまざまな試練の連続です。その時々に、どうやって乗り越えていったのか、

その経験を忘れるなということなのです。厳しい世界を生きてきた世阿弥は、芸道において、日々精

進することの必要性を示しました。しかし、今の社会でも、さまざまな人生の段階で、未体験のこと

に踏み出す勇気が求められます。どんな場合でも、初心をもってチャレンジしなければならないと、

世阿弥の言葉は教えているのかもしれません。 

令和７年は巳年です。一般的に知られているのは十二支の「巳（み）」ですが、より正確には今年の

干支は「乙巳（きのとみ）」とされます。乙（きのと）は、十干の２番目で「木」の要素を持ち、草木

がしなやかに伸びる様子や横へと広がっていく意味を持ちます。巳（み・へび）は、神様の使いとし

て大切にされてきた動物で、脱皮を繰り返すことから不老不死のシンボルともされております。その

ため乙巳（きのとみ）の年は、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく」年になると考えら

れます。また、植物に種子ができはじめる時期、次の生命が誕生する時期など、新しいことが始まる

年になると言われています。「巳」を「実」にかけて「実を結ぶ」年とも言われるようです。 

今年度の教育活動も残すところあと２か月となりました。大きな学校行事も終わり、学校では来年

度へ向け今年度の教育活動を振り返り（評価）、計画を立てております。「散布の学校」が保護者や地

域のみなさまにとって必要とされ、なくてはならない存在となるよう、学校教育目標である「進んで

やりぬく子ども」の実現に向け「初心、忘るべからず」の気持ちを持って教育活動を行ってまいりま

す。今後ともご支援並びにご協力の程どうぞよろしくお願いいたします。 

日 曜 ２月 の 行 事 予 定 小:下校 中:下校 

1 土    

2 日    

３ 月 小：スクールカウンセラー来校日 １４：15／１4：2０ １4：２０ 

４ 火  １４：15/１５：1０/15：20 １５：２０ 

５ 水 小：児童会役員選挙 小：移動図書 中：学力テスト １４：15/１５：1０/15：20 １５：２０ 

６ 木 小：スケート学習④ 小：新1年生体験入学 中：移動図書 １４：15/１５：1０/15：20 １５：２０ 

７ 金 町内の先生方の研修会のため４時間授業 １3：00 １3：00 

８ 土 釧根地区中学生学年別バドミントン大会   

９ 日    

10 月 朝会 公立高校推薦入試 PTA三役会議② １４：15/１５：1０/15：20 １５：２０ 

11 火 建国記念の日   

12 水 職員会議 ４時間授業 散布地区学校運営協議会③ （小：スケート学習予備日） １3：00 １3：00 

13 木 小中：委員会 私立高校入試A日程 水槽清掃④ １４：００／１５：３０ １6：0０ 

14 金  １４：15／１4：2０ １4：２０ 

15 土    

16 日    

17 月 中：参観日  １４：15/１５：1０/15：20 １4：２０ 

18 火 私立高校入試B日程 １４：15/１５：1０/15：20 １５：２０ 

19 水  １４：15/１５：1０/15：20 １５：２０ 

20 木 小：参観日 中：新入生保護者説明会 １４：15／１4：2０ １５：２０ 

21 金 小中：委員会 中２：食の指導 中：スクールカウンセラー来校日 １４：００／１５：３０ １6：0０ 

22 土    

23 日 天皇誕生日   

24 月 振替休日   

25 火  １４：15/１５：1０/15：20 １4：２０ 

26 水 PTA合同会議・専門委員会・三役会議③・役員選考委員会 １４：15/１５：1０/15：20 １５：２０ 

27 木  １４：15/１５：1０/15：20 １５：２０ 

28 金  １４：15／１4：2０ １4：２０ 

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

○ みんな仲良く生活する子どもになろう 

○ 深く考え進んで勉強する子どもになろう  

○ 健康な体と心をつくる子どもになろう 

○ きまりを守り最後までやりぬく子どもになろう 

○ 身のまわりを美しくできる子どもになろう 

 

第 １ １ 号  

発行日 令和７年１月３１日（金） 

＝学校教育目標＝ 浜中町立散布小中学校だより   

発行者 散布小中学校 

校 長 村瀬 清史 
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行事や下校時刻は、あくまでも予定です。週ごとの学年通信等でご確認ください。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校評価の目的は、教育活動の改善策を見出し、学校の教育水準のさらなる向上を目指すことにあります。皆様から頂戴した評価やご意

見をもとに、改善を図ってまいります。 

 

《考察・今後に向けての取組・ご協力のお願い》 

○全体としては、第１回目の時と同様に概ね良好な評価をいただけたのではないかととらえています。しかしながら、評価の下落が顕著な部

分（中生徒、２・７・９番）もありますので、結果を真摯に受け止め、より児童生徒の心情に寄り添い、改善に努めてまいります。 

・「保健管理」「安全管理」「家庭・地域との連携」の項目においては、児童生徒、保護者、教職員の三者とも前回に引き続き高めの評価をいただ

きました。今後も児童生徒の心身の安全に努め、保護者の皆様方と連携を深めながら教育活動を進めてまいります。 

・「家庭学習」「環境美化」につきましては、児童生徒、保護者のとらえと教職員のとらえで開きが生じています。いずれの項目も意義と目的、

目指すべき姿をより明確にした上で指導してまいります。ご家庭でも声かけを継続していただくなど、今後もご協力をお願いいたします。 

・記述意見として、行事について高い評価をいただきました。一方で改善すべき箇所のご指摘もありましたので、それまでの学習の成果をど

のように皆様方に伝えるのかを考えながら、工夫と改善を図っていきます。 

・部活動の在り方についてもご意見を頂戴しました。全国的に見ましても部活動は大きな変革期にあります。時代に合った部活動の形態を、

皆様方とも検討を重ね、探っていきたいと考えています。 

・今後も子供たち、保護者の皆様の声にしっかり耳を傾け、思いや願いを汲み、楽しく安心して充実した学校生活を送ることができるよう努

めてまいります。 

 

 
 １２月２５日（水）に行われたこの会議に、本校を代表して児童生
徒会の皆さんが参加しました。 
 中学校の生徒会の皆さんは、本校で取り組んでいるいじめ対策
をするためにやっている活動等について全体に発表しました。特
に小中合同で取り組んでいる活動や Smile×Smile の活動につ
いて他校から高い評価をいただきました。 
 児童会の皆さんも、自分の意見をしっかりと伝えるなど、協議に
意欲的に参加しました。 
 学校をより良くしていく取り組みを、今後も全員で行っていきま
す。 

どさん子☆浜中町子ども地区会議 

 
 
 湿原センターの職員を講師にお招きし、中学生は２１・２３日に、
小学生は２７日に実施しました。 
 中学生は自分で釣り竿と仕掛けを作り、それを使って魚を釣り、
調理する活動を行いました。地域の皆様の温かさにも触れなが
ら、自分の暮らしている地域の自然の豊かさを体感しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 小学生は湿原センターの周辺を散策しました。夏場に引き続き２
回目の体験。見られる風景や生き物の違いなどを観察してきまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この自然豊かな地域の環境を、今後も大切に守り育てていける
人に成長できるよう、今後も取り組んでいきます。 
  

中１２・小３４：湿原学習 

小 中 平均 小 中 平均 （わからない） 小 中 平均

R6.7 3.9 3.6 3.8 3.7 2.9 3.5 1人 3.8 3.7 3.7

R6.12 3.9 3.4 3.8 3.6 3.0 3.4 0人 3.8 3.5 3.6

R6.7 3.9 3.7 3.8 3.6 3.2 3.5 3人 3.9 3.3 3.7

R6.12 3.9 3.3 3.8 3.6 3.3 3.6 3人 3.8 3.5 3.6

R6.7 3.8 3.6 3.8 3.7 3.0 3.5 3人 3.8 3.2 3.5

R6.12 3.8 3.3 3.6 3.7 3.0 3.5 1人 3.6 3.0 3.4

R6.7 3.7 3.0 3.5 3.5 3.3 3.4 2人 3.1 2.8 3.1

R6.12 3.7 3.0 3.5 3.7 3.5 3.6 2人 2.8 2.5 2.8

R6.7 3.8 3.6 3.7 3.7 3.0 3.6 1人 3.8 3.8 3.8

R6.12 3.7 3.3 3.6 3.5 3.4 3.5 0人 3.9 3.5 3.6

R6.7 3.8 3.6 3.7 3.7 3.4 3.6 2人 4.0 3.8 3.9

R6.12 3.9 3.1 3.7 3.6 3.0 3.5 2人 3.9 3.8 3.8

R6.7 3.9 3.8 3.9 3.5 2.9 3.4 2人 3.5 3.5 3.6

R6.12 3.8 3.3 3.7 3.5 3.0 3.4 0人 3.6 2.8 3.4

R6.7 3.7 3.6 3.6 3.5 3.0 3.4 4人 3.5 3.0 3.4

R6.12 3.7 3.1 3.5 3.6 3.0 3.5 4人 3.4 2.8 3.2

R6.7 3.7 3.6 3.7 3.7 3.0 3.5 6人 3.3 2.8 3.1

R6.12 3.8 3.2 3.6 3.7 3.2 3.6 3人 3.1 2.7 3.0

R6.7 3.9 3.3 3.7 3.5 3.4 3.5 3人 3.4 2.8 3.2

R6.12 3.8 3.3 3.7 3.6 3.5 3.6 4人 3.1 2.5 2.8

R6.7 3.9 3.9 3.9 3.7 3.5 3.6 0人 3.6 3.5 3.6

R6.12 3.9 3.7 3.8 3.7 3.4 3.6 0人 3.6 3.7 3.6

R6.7 3.9 3.8 3.8 0人 4.0 3.7 3.9

R6.12 3.8 3.7 3.7 1人 4.0 3.8 3.8

　お忙しい中ご協力いただき、大変ありがとうございました。
児童・生徒 教職員

実施日
保護者

設　　　問（保護者）№
目指す

子どもの姿
評価項目

生徒指導
いじめ・不登校防止

1

6

保健管理

体力向上

学校は、お子さんの心と体が健康で安全な生活ができるよ
うに努めている。

学校は、お子さんの体力を向上させるための取組を行って
いる。

健康な体と
心をつくる
子どもにな
ろう

5

特別支援教育2
学校は、お子さんの個性を大切にし、得意・不得意に応じ
た指導をしている。

深く考え進
んで勉強す
る子どもに
なろう

授業改善3

4 家庭学習

学校は、お子さんが主体的に参加したり話し合ったりする
授業作りをしている。

学校は、お子さんの家庭での学習習慣が身につくよう、取
り組み方を指導している。

みんな仲良
く生活する
子どもにな
ろう

学校は、子供を理解し、悩みや課題に丁寧に寄り添うな
ど、いじめや不登校がない学校づくりに取り組んでいる。

10 環境美化
学校は、校内の環境美化に努め、子供たちに整理整頓の
大切さや意味について指導している。

きまりを守り
最後までや
りぬく子ども
になろう

7

8

道徳教育
学校は、「きまりを守る」「相手を思いやる」などの道徳性を
身につけるための指導を行っている。

キャリア教育
学校は、子供一人ひとりが自立を目指して成長できる教育
活動を行っている。

★12月に実施いたしました第2回学校評価アンケートの結果についてお知らせいたします【回収率95％】

その他

11 安全管理
学校は、避難訓練、登下校指導など、非常時や日常の防
災・安全指導を行っている。

12 家庭・地域との連携
学校は、授業参観やお便り、家庭訪問、電話、ホームペー
ジなど、家庭や地域との連携に努めている。

身のまわり
を美しくでき
る子どもに
なろう

9
学校は、子供に望ましい基本的な生活習慣が身につくよ
う、指導している。

生活習慣


